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開発背景

LinkJapan Inc.

近年は少子高齢化がエネルギー業界や社会インフラにも影響を及ぼしています。電力ス
マートメーターは電源があるため、急速に普及していますが、ガスと水道メーターのスマー
ト化はほとんど進んでいませんでした。それに伴う影響で各種問題が浮き彫りになりつつあ
ります。
『検針員の高齢化による人手不足、水道事業の採算が合わず民営化、検針ミスが多発、遠

隔地や雪地帯の検針効率が悪い、LPガスの残量が分からなくて配達効率が悪く、且つ配達員
の確保が困難』など、ガスと水道メーターのスマート化も必要とされていますが、メーター
ごとの交換にかかる各種コストと法定交換時期、交換後に通信問題が起きた場合のリスクな
ど、様々な課題をクリアしなければなりません。



今あるメーターをスマート化

LinkJapan Inc.

既存のガス、水道メーターに簡単に取付できます。高精度カメラ（LEDライト内蔵）を使用しメーター部

を撮影します。最新のNB-IoT通信により、撮影した画像はAIS Cloud（アイスクラウド）サーバーに送ら

れます。画像はAI技術により画像認識・データ分析が行われ数値化した情報が確認できます。

撮影画像もクラウド保存されます。また、eMeterは特許出願済となります。



特長

LinkJapan Inc.

１．水道、ガスを止める必要がなく、既設メーターに取付可能

２．LPWA（NB-IoT）通信で全国エリアカバー ※LTE通信エリアが対象となります

３．電池駆動で長時間稼働

４．AI技術による画像解析で精度が継続的に向上

５．ガス、水道、電気、工場の気圧メーターなど各種メーターに対応

水道メーター用 奥⾏約11cm ガス、電力メーター用



取り付け方法

LinkJapan Inc.

今あるメーターに「eMeter」を付けるだけ。

ガス、水道を止めることなく既設メーターに後付け可能。取付時間は30秒前後、通信設定と合

わせても約5分で完了。ガスメーターは両面テープでの接着、ワイヤーで固定するだけの簡単

設置。水道メーターはアタッチメントを装着、本体を固定するだけの簡単設置。

取り付けた後でもメーター部は目視で確認可能。

アタッチメント装着 eMeterをアタッチメ
ントへ簡単固定

地中水道メーターへの設置状況



通信方式

LinkJapan Inc.

ソフトバンク社が提供する最新の通信方式NB-

IoTを採用しています。低価格、低消費電力での通

信が可能となります。既存の携帯電話基地局のネッ

トワークを活用し、全国エリアをカバーし、安定的

な通信を提供できます。対象エリアはLTE通信が可

能な地域となります。鉄扉の中でも通信ができる特

長があります。

ソフトバンク社より既に商用サービスが提供開始

されています。撮影した画像を送信する為、指針値

だけではなく、撮影した画像もWeb上で確認する

ことができます。
掲載元 ソフトバンク社HP



電池駆動、画像解析、対応メーター

LinkJapan Inc.

l 電池駆動
低消費電力のNB-IoT通信を使用する事で、電池駆動での長時間使用を実現します。

推奨する通信間隔は1週間～1ヶ月となり、5年以上の使用が可能となります。

ただし、設置環境により利用期間は変動します。

通信間隔の設定変更は可能です。

l 画像解析
独自の補正機能＋AI技術で総合認識率概ね100％達成しています。

暗闇を前提にLEDライトにて毎回フラッシュ撮影を行います。

l 対応メーター
水道、ガス、電気、気圧メーター等各種メーターにも金型変更により対応可能です。

2020年4月時点、水道メーターを優先的に対応しています。



検針結果の確認

LinkJapan Inc.

Webブラウザからの確認（専用アカウントでログイン）とCSVデータのダウンロードが行えます。

今後、各種請求システムと連携することも可能となります。

eMeter管理番号 日付検索

※表示項目は今後変更になる場合があります。

CSVファイル出力

前回検針値との差分

指針値



実績、価格

LinkJapan Inc.

日本経済新聞 2019年1月30日

日本水道新聞 2020年4月13日

l 実績
実証実験を経て、福岡県下の春日那珂川水道企業団にて2020年4月より正式導入決定。

l 価格
提供価格は、導入数量と通信間隔により変動するため、
状況を確認させて頂いた後にご提示致します。



メディア紹介

TV・Web・新聞・雑誌・ラジオで年間８００以上の紹介実績

Get Navi・I月刊Smart House・全国賃貸住宅新聞・電気新聞・高齢者住宅新聞・介護新聞・シニアビジネスマーケット
IoTmedia・@IT・シルバー新報・月刊住宅ジャーナル・新建ハウジング・不動産テックラボ・介護ロボットONLINE
リフォーム産業新聞・住宅新報・電子デバイス産業新聞・家電watch・＠DIME・週刊SPA・＆GP・LINEnews・財経News
他多数でご紹介していただいています。

2019年度実績

LinkJapan Inc.



LinkJapanが選ばれている理由

大手企業との

取引実績多数
国内初の

スマートホーム
専門企業

自社製品ラインナップ

国内最多
関電グループ、NTTグループ、リンナ
イ、大崎電気などを始め高い品質基準
をクリアして提供中

累計販売台数

20万台以
上

特許出願済み
製品多数

他社製品も管理できる

プラットフォーム

AmazonAlex
aスキルランキング 国内初技術

多数リリースNO.1
・国内初WiFi版IoTリモコン
・国内初PLC版IoTリモコン
・国内初WiFi版電動カーテン
・国内初非接触型体温センサー
・国内初QR-Link技術
・プラット−フォーム型アプリ etc.

スマートシティ
事業パートナー

LinkJapan Inc.



LinkJapan Inc.

株式会社リンクジャパン
CEO : 河千泰 進一

人物像
寝ている時以外は基本IoTの事を考えている,
使えない技術がゴミである

●ビジョン

IoTで社会課題を解決し、スマートライフを提供する

●株式会社リンクジャパン
所在 ：本社本社:東京都港区芝4-7-1-6F

福岡支店:福岡県福岡市博多区4-5-18-904
設立 ：2014年（IoT元年2017年）
資本金 ：2000万円
問い合わせ ：info@linkjapan.co.jp
電話 ：050-3786-8833
HP                    :  www.linkjapan.co.jp

●メッセージ
リンクジャパンはIoTとスマートホームのために生まれた会社です。
オープンイノベーションで、IoT製品と人と組織をリンクし、今までにない
価値あるモノとサービスの創造にフォーカスしています。
設立以来、常にユーザーファーストの視点で、数々の国内初IoT製品をリリース
してきました。各領域でNo.1を目指すリンクジャパンは、これからもIoTで社
会課題解決とスマートライフの実現のため走り続けます。

株式会社リンクジャパン会社概要


